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４
〜
７
面	

中
段
ま
で
）

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
26
人
37
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（	

他	

は
そ
の
他
の
質
問
）

臼
井

克
寿

議
員（
市
政
）　

分
倍
河
原
駅
周
辺

に
つ
い
て
は
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
や

地
域
住
民
の
居
住

環
境
向
上
な
ど
、

行
政
に
よ
る
基
盤

整
備
と
い
う
役
割

が
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、

石
川

明
男

議
員（
市
政
）

震
災
時
、
市
災
害
対
策
本
部

が
初
動
班
の
配
置
を
指
示
す

る
と
思
う
が
、
初
動
班
の
職

員
等
は
、
直
ち
に
避
難
所
に

駆
け
付
け
ら
れ
る
の
か
。

行
政
管
理
部
長
　
休
日
や
夜

間
で
も
迅
速
に
出
動
で
き
る

よ
う
、
避
難
所
近
辺
に
居
住

同
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
市
の
考
え
は
。

市
長
　
交
通
機
能
が
充
実
し

た
交
通
結
節
点
と
し
て
、
市

の
重
要
な
地
域
拠
点
に
ふ
さ

わ
し
い
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の

あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、

鉄
道
事
業
者
等
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
平
成
27
年
に
鉄
道
事

業
者
と
意
見
交
換
を
３
回
行

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

す
る
職
員
を
任
命
し
て
い
る
。

議
員
　
地
域
の
防
災
組
織
が

連
携
し
、
実
情
に
合
っ
た
訓

練
な
ど
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
文
化
セ
ン
タ
ー
圏

域
ご
と
に
地
域
自
主
防
災
連

絡
会
が
創
設
さ
れ
る
と
聞
く
。

　
市
内
で
は

総
合
防
災
訓

練
や
学
校
単

位
で
の
地
域

防
災
訓
練
な

ど
様
々
な
訓

練
が
行
わ
れ

て
お
り
有
意

義
と
思
う
が
、

市
民
に
と
っ

て
災
害
時
の

行
動
が
分
か

り
に
く
く
な

ら
な
い
か
。

行
政
管
理
部

佐
藤

新
悟

議
員（
市
政
）　

本
市
に
お
け
る
小
・
中
一
貫

教
育
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
新
た
な
学
区
編
制

の
実
施
か
ら
３
年
が
過
ぎ
た

が
、
評
価
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
小
・
中
一
貫
教
育

に
つ
い
て
は
、
目
指
す
子
ど

も
像
の
実
現
に
向
け
、
義
務

教
育
９
年
間
を
通
し
た
学
び

と
育
ち
の
系
統
性
、
継
続
性

を
重
視
し
、
円
滑
か
つ
効
果

的
な
接
続
を
図
る
た
め
に
推

進
し
て
い
る
。

教
育
部
長
　
学
区
編
制
に
つ

村
木

茂

議
員（
市
政
）　
高

野
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
て
４

年
目
と
な
る
。
事
業
が
着
実

に
推
進
さ
れ
て
い
る
と
理
解

す
る
が
、
市
政
全
般
に
わ
た

る
今
後
の
課
題
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
福
祉
分
野
の
み
な
ら

ず
、
防
災
・
減
災
、
教
育
・

子
育
て
支
援
の
視
点
等
か
ら
、

地
域
に
お
け
る
日
ご
ろ
か
ら

の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
が
特

に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
の
発
展
に
は
中

心
市
街
地
の
活
性
化
が
必
要

松
村

祐
樹

議
員（
市
政
）　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が

経
過
し
た
が
、
市
と
し
て
の

地
域
防
災
の
考
え
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

市
長
　
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
は
、
各
地
域
で

共
助
の
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
平
成

27
年
度
よ
り
文
化
セ
ン
タ
ー

圏
域
を
核
と
し
た
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地

域
特
性
に
合
わ
せ
て
、
防
災

加
藤

雅
大

議
員（
市
政
）　

下
河
原
緑
道
と
鎌
倉
街
道
の

交
差
点
は
、
混
雑
時
に
自
転

車
と
歩
行
者
が
入
り
混
じ
り
、

接
触
事
故
が
起
こ
り
得
る
状

況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
住
民
か
ら
補
助
ミ
ラ
ー
の

設
置
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、

設
置
の
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
同
交
差
点

は
、
朝
の
通
勤
や
通
学
の
時

間
帯
に
大
変
混
雑
し
て
い
る

た
め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
を
含
め
た
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
都
な
ど
の
関
係
機
関

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
以
前
は
自
転
車
横
断

帯
が
あ
り
、
自
然
と
自
転
車

が
端
に
寄
っ
て
い
た
が
、
横

断
帯
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で

横
田

実

議
員（
市
政
）		

新

た
に
策
定
さ
れ
た
市
地
域
福

祉
計
画
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
で
示
さ
れ
て
い
る

「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
」
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

市
長
　
重
点
施
策
の
一
つ
で
、

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
た
課
題
解
決
の

い
て
、
対
象
者
の
学
年
や
学

区
変
更
の
規
模
な
ど
様
々
な

現
状
が
あ
る
た
め
、
評
価
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

議
員
　
小
・
中
学
校
の
円
滑

な
接
続
を
見
通
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
検
討
し
て
い

る
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に

小
・
中
学
校
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
考
え
か
。

教
育
部
長
　
具
体
的
な
指
導

連
携
の
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
接
続
に
お
け
る
反
復
的
な

指
導
の
在
り
方
等
を
検
討
し

て
い
く
。

内
容
は
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
意

見
を
聞
く
予
定
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
参
事
　
意

見
交
換
で
は
、
同
駅
の
現
状

や
課
題
の
確
認
の
ほ
か
、
現

地
踏
査
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の

意
見
に
つ
い
て
は
、
28
年
度

に
地
元
自
治
会
と
調
整
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
が
広
が
っ
て
走
行
し

て
い
る
と
聞
く
。

　
そ
こ
で
、
横
断
帯
を
再
度

設
置
で
き
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長
　
府
中
警
察

署
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

平
成
27
年
10
月
頃
に
警
視
庁

が
再
設
置
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

他	

中
河
原
駅
前
鎌
倉
街
道
横
断

歩
道
設
置
を
願
っ
て

と
考
え
て
お
り
、
更
に
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
イ

ン
フ
ラ
等
の
充
実
に
よ
る
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
な
ど
を
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

は
、
市
民
の
声
を
聞
い
て
市

政
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
、
市
民
と
一
体
と

な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

他	

南
口
再
開
発
け
や
き
並
木
の

将
来
に
つ
い
て

活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
で
構
成
す
る
地
域
自
主

防
災
連
絡
会
を
各
地
域
に
設

置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
う
の
か
。

行
政
管
理
部
長
　
防
災
上
の

課
題
を
発
見
す
る
地
域
防
災

診
断
を
実
施
す
る
ほ
か
、
自

主
防
災
組
織
が
交
流
す
る
場

の
創
設
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
な
ど
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
ほ

か
、
災
害
時
に
備
え
た
協
働

の
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
小
規
模
な
地
域
で
住

民
相
互
の
支
え
合
い
を
推
進

す
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

を
11
地
区
に
設
置
し
た
と
聞

く
。
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
上
で
長
所
を
生
か
し
た

進
め
方
に
し
て
ほ
し
い
と
思

う
が
、
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
重
要
な

仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
活
動

の
支
援
等
に
つ
い
て
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

長
　
避
難
所
と
な
る
学
校
や

災
害
時
要
支
援
者
の
支
援
な

ど
様
々
な
分
野
で
迅
速
な
連

携
が
必
要
と
な
る
た
め
、
役

割
分
担
や
地
域
割
り
を
明
確

に
し
、
市
民
に
混
乱
の
な
い

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※（		）内は、会派名を略して掲載しました。市政…府中市議会市政会　市フォ…府中市議会市民フォーラム　公明…府中市議会公明党　共産…日本共産党府中市議団　ネット…生活者ネットワーク
友愛…友愛会　リベ…府中リベラル　維新…維新の党

※一般質問のタイトルには質問方式（一括質問または一問一答）を記載しております。

小
・
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

市
の
考
え
方
を
聞
き
た
い

４
年
目
と
な
る
高
野
市
政

今

後

の

課

題

は

地
域
自
主
防
災
連
絡
会
で

　

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
の
か

義

務

教

育

を

通

し

た

学
び
と
育
ち
の
系
統
性
・
継
続
性
を

重

視

し

て

い

る

つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
が

重

要

と

考

え

て

い

る

防
災
上
の
課
題
を
発
見
す
る

地
域
防
災
診
断
な
ど
を
行
い
た
い

分倍河原駅周辺のまちづくりに
対 す る 市 の 考 え は

下河原緑道と鎌倉街道の交差点
自転車横断帯再設置の考えは

様 々 な 防 災 訓 練 が あ る が
市民にとって災害時の行動が
分 か り に く く な ら な い か

地 区 社 会 福 祉 協 議 会 に
対 す る 市 の 考 え は

鉄道事業者等と連携を図りつつ
協働によるまちづくりを
進 め て い き た い

平 成 2 7 年 1 0 月 頃 に
設置することになっている

役 割 分 担 等 を 明 確 に し
混乱のないよう検討していきたい

市社会福祉協議会と連携し
活動支援を推進していく
必要があると考えている

　▲分倍河原駅前

▲�自転車横断帯が設置された下
河原緑道と鎌倉街道の交差点

　▲総合防災訓練


